
指

標

＜学校生活アンケート＞
◆「先生や友達はあなたのよいところを認めてくれてい
ると思う」について、肯定的な回答をした生徒の割合
【80％以上】

B

自分や友達のよさに気付き、認め合う子どもの育成

指

標

＜学校生活アンケート＞
◆「授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分
から取り組んでいた」について、肯定的な回答をした生
徒の割合【70％以上】

重点
目標

重点
目標

自らの考えを広げたり深めたりできる子どもの育成

〇運動に対する関心意欲を高めるために、各学年でクラス
マッチ等の行事を実施して、生徒に達成感や充実感を感じ
させることができた。
◆運動機会を確保することや、運動に興味をもてるよう促
す取組を行い、学校全体で体力・運動能力の向上につな
がるように努める。

○５月に生徒実態調査を実施し結果を共有した。さらに、
研修会を８月と１月に行い、生徒の豊かな人間性を高めて
いくための手だてを共有し取り組むことができた。「先生や
友達はあなたの…」アンケートで、肯定的な回答の
【91.7％】の向上が見られたことも取り組みの成果であ
る。

〇毎月定例の生活アンケートを行うことで、学期末以外に
も、必要に応じて教育相談を行うことができた。
〇次年度も入学後のアンケートを実施し、中学校生活での
不安や悩みについて早めに対応できるように努める。また
定例の生活アンケートを継続し、きめ細やかな対応を心が
ける。
◆児童生徒の交流する場・機会を増やす。

（様式２）

A

〇課題解決に向けて、自分で考え…【生徒 83.6％】・2学
期より数字は下がっているが、８割を超える生徒が肯定的
に回答。
◆次年度は、GIGA端末を活用した授業、自分の考えを積
極的に発信し意見交換を伴う協働的な学び、学習評価に
基づく指導と評価の一体化を踏まえた授業をより推進する
ため、校内研修及び、研修図書の充実等に取り組んでい
く。

日常的に運動に親しむ子どもの育成
〇運動に対する関心意欲を高めるために、クラ
スマッチ等のスポーツ行事の実施、部活動への
参加を促進する。
○保健体育科では、運動が苦手な生徒の自己
肯定感やスポーツへの興味・関心の向上を図
るために、ＧＩＧＡ端末を活用した学び合う学習
を行う。

＜学校生活アンケート＞
◆「運動やスポーツの愛好度」について、肯定的な回答
をした生徒の割合【80％】
◆「運動の実施状況」が週１～２日以上の生徒の割合
【85％以上】

B

〇「高見中学校区で目指す児童・生徒の１０の
すがたと取組」を作成し、定期的に小中の職員
で振り返りを行う。
〇中学校区合同研修会を年３回行い、９年間
の児童・生徒の成長を見取る。
〇小学校６年時の担任を招き、新旧の担任や
学年職員間で情報交換を行い、生徒に対する
指導・支援に活用する。

B

小中一貫した「目指す児童・生徒像」の作成とその取組

◆「中学校入学前に感じていた不安は、入学後の中学
校生活でやわらいだと思うか」の質問に肯定的に回答
した生徒の割合【７０％】

「学校運営協議会委員」等
からの意見を記入

・学校行事等を参観した際、教職員と生徒との関係が非常に良いことが見てわかった。
・学習面では非常によく勉強していると思う。市民センターでは生徒が学習している姿をよく見かける。それが高校生になっても継続している。
・世間ではSNS等で、不適切な投稿があり問題になっている。適切な判断ができるようになってほしい。

B

○事前に資料を配布し、各学年で会議の内容を把握する
ことで、職員会議を短時間で実施することができた。
◆新しい仕組みができたとき、理解している教員への負担
が大きくなる。全員が理解できるように情報共有を進める
必要がある。また、行事や部活の大会等がある月は時間外
勤務が増加する傾向にあり、更に検討する必要がある。

重点
目標

働きやすい職場づくり
〇「学校でできることは可能な限り実施」を
テーマに、徹底的な業務改善を行う。
・毎週水曜日５時間授業・朝自習廃止
・第３水曜日給食後下校・清掃活動週２回
・運営委員会の廃止・職員朝礼廃止
・校務分掌の大幅な見直し
・年休を取得しやすいよう週時間割を柔軟に対
応

指

標

◆１か月の時間外勤務が４５時間以下の職員の割合
【80％】

業務改善に関す
ること

○生徒実態調査を実施し、経年比較を通して
自尊感情の低い生徒に対する支援のあり方を
研究する。
○年２回（８月と１月）の研修会を行い、全職員
がレポートを作成し、自尊感情の低い生徒への
支援策について研究する。
〇定期的にボランティアを募り、自己有用感を
育成する取組を行う。

○毎月１回以上、「研修・研究部」が主体となり
職員研修を行う。
・「授業研究」班…互見授業や、代表者による
研究授業を通して、互いに授業力を高めたり、
問題解決型の授業提案を行う。
・「ＩＣＴ」班…授業支援・提案を行い、個別最
適な学びを推進する。
〇授業における成果物を掲示し、次の学習に
向けた意欲を高め、他の生徒の学びを参考に
自らの学びを深められるようにする。

本年度の重点 年度末評価
重点目標　及び　指標 重点的取組 評価 ○成果　◆次年度に向けた方向性・改善点

令和 6 北九州市立 ス ク ー ル プ ラ ン

子どもの学びに
関すること

子どもの心の育
ちに関すること

高見中

年度
教職員の信頼と協力を基調とし一人一人の生徒に人権の精神を培い

知・徳・体の調和のとれた心豊かな生徒の育成を目指す
令和 6

年度

学校教育目標

小中一貫教育に
関すること

重点
目標

指

標

子どもの体力に
関すること

重点
目標

指

標


